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要約 : 本研究は北京和園の成立に影響を与えたとされる江南の景観について相互の関係を研究したもの
である つまり皇帝が当園を設計し 造営する際に 江南の名勝や景観の何を どのように参考にしたかを
明らかにしようとしたものである 研究の方法は 関連する一次文献 歴史資料 既往研究 詩集絵図など
の文献調査を中心とし 現地調査により実態の確認作業を進めた 具体的には + 江南の名勝風景地からの
影響 , 江南名園からの影響 - 江南建築からの影響 . 江南水郷風景からの影響 / 江南市街地から
の影響を順に明らかにしたものである このようにして /つの側面から和園の景観構成に見られる江南
景観の影響を解明した









大な面積 優れた造園意匠から +30+年に中国政府は こ
こを第一次全国重点保護施設の一つに指定し続いて +332
年 +,月にはユネスコの 世界文化遺産の登録を受けてい
る この和園を対象にしては さまざまな研究,, -がなさ
れているが 景観構成に関しては ほとんどが杭州にある
西湖との関連についてであり., / 本論で試みるような 江











究を進めた なお ここで言う一次文献の主なものは 	南
巡盛典
0である これは 乾隆帝の南巡を記録したもの
で 乾隆 -+ +100 年に整理され 四庫全書の中に収めら
れている その 3.巻から +*/巻までの 名勝 という題の




















まな規定がある 通常 江南は 長江の中下流の右岸であ
る南のエリアを指す 即ち湖北 安徽 江蘇省の南部と湖
南 江西 江蘇 浙江省一帯を指す地理的範囲で用いられ








の内の水路は 京杭大運河 であり この運河は 中国古
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秋末期に開削され 隋 元の ,度にわたる大規模な拡張工
事を経て完成したもので 総延長距離は +,2** kmに及ぶ
最長の運河である 北は北京を起点に 南は杭州に至り
黄河 淮河 海河 長江 銭塘江の五大水系を貫通してい
る 清の時代 皇帝はこの運河を視察し 運河の両岸に分
布する独特の農村風景 民族文化 名勝古跡に関心を持っ
たとされている+/陸路については大都 北京から出発

































した 表 + さらに これに続いて 和園の景観構成要








 江南の風景地 西湖 から受けた影響
西湖は古来より風景の名勝地であり前記の 南巡盛典









詩万寿山即事には 面水背山地 明湖倣浙西 琳琅三竺
寺 花柳六橋堤 と記され 清園 和園 の全体的な















い そこで本論では 和園の性格 面積 景観構成要素
雰囲気 モチフ 敷地周辺との関係を抽出し モデルと
想定される西湖との比較を試みた 表 - さらに園内景観
の配置やスケルを把握するために 和園と西湖の平面
をメッシュ図 図 / で比較した
和園と西湖を比較した結果 和園の全体構成上で最
も重要な特徴となっている大水面が西堤により区分されて
いる点は 原型の杭州西湖と同じである つまり 和園
の西堤の位置や形態 そして 0ケ所の橋 さらに桃 柳と
いった植栽は西湖の蘇堤と同じであり 主要な景観構成要
素も大水面 山 堤 島 建築物や構造物になっているこ
とから 和園が西湖のイメジを反映したことが見て取














は 西湖の孤山 -ケ所 より 和園内の万寿山 /*ケ
所 に集中していることが確認された
また メッシュ図で和園と西湖の規模を比較した結
果 西湖の全体的な面積は和園の ,.*.倍であり 西湖に






















中園 庭園中の庭園 湖中湖 湖中の湖 島中島
島中の島 などの造園手法は数多くの中国庭園に見られ





せている 図 0 そしてこの園を万寿山の麓に再現して
恵山園を造成したことになる
当時の園の摸様は 日下旧聞考 によれば 恵山園の規
制は寄暢園に倣い 万寿山の東麓に建つ 		恵山園の門







心とした庭で 池の東 南 西の三面に建築物を配して
池の北面には建築物は少なく そこには大型の湖石の假山
を主景とし 假山の西は地形を利用して水流を造って玉琴














ある 写真 + 園内の建築物は 恵山園の方が寄暢園よ
り多いことが確認された 恵山園には ,*ケ所の建築物が
あり 寄暢園にはその半分の +*ケ所であることを明らか
にした なお この恵山園は嘉慶 +0 +2++ 年に拡張改造
され 名称も諧趣園 写真 , に改名されている その後
+20*年の英仏連合軍によって破壊されたが 光緒 +2
+23,年に再建された建築物の名称も恵山園時代と異な















図 0 南巡盛典 に掲載された 寄暢園 の絵図
表 . 恵山園と寄暢園の形成要素の比較
写真 + 左 無錫の 寄暢園 ,**/年筆者撮影
写真 , 右 和園の 諧趣園 ,**/年筆者撮影
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黄鶴楼を手本とし 龍王廟島 別称南湖島 に望瞻閣が築
造されている 乾隆皇帝詠万寿山風景詩 には 当時の望
蟾閣を詠じた +.題 +.首の詩がある その内 皇帝が乾隆
-/ +11* 年に作詩した望蟾閣には 名曰望蟾閣制規
黄鶴楼	 名は望蟾閣と言う体制規模は武昌の黄鶴楼
を模した	 とあり 乾隆 /+ +120 年作詩の登望蟾閣極頂
作歌には 望蟾閣の建設には武昌の黄鶴楼の -層構造の木





ある 昔の黄鶴楼は 三層 高さ 3丈 ,尺もあり +*尺
が +丈になり +丈が約 -.-mになる 1尺の銅頂を加え
て 寸法上 3丈 3尺 中国人の最も尊ぶ九の数字になって
いる	 と 中国園林建築-+に記録されている しかし こ
の建築物は戦火により消失し 現在の黄鶴楼は +32/年に
新築したもので 現在の黄鶴楼は五層であり -mの瓢箪





と西湖に面し 李白の 両水挟明鏡	 の詩意を受けて 前
述した江南名楼の岳陽楼を参考にして建設したものであ


















ず 動くことの出来ない特徴から 不系舟 と称された
江南名園に見られる代表的な石舫としては 蘇州の拙政園
にある 香洲 と南京の園に造られた不系舟が挙げられ
る ここでは 乾隆皇帝の御製詩から石舫に関する詩を -/
題 .2首抽出し 江南庭園に見られる舫が清園に採用さ
れたのかどうかを考察した
皇帝は詩の中で 石舫を 不動 の意味として取り上げ
ており 自分の権力や地位などが石の舟のように永遠に

















の中にある黄埠をその手本としている 乾隆 +1 +1/,
年から乾隆 0* +13/ 年までの皇帝の御製詩の中には鳳凰
を題材に +/題 +0首の詩が納められている 無錫の黄埠
をモデルにしたことが +1/,年 +1/1年 +12+年作詩し
た詩のタイトル鳳凰と +13/年作詩の鳳凰口号の中
で示されている ここで詩の中に 渚学黄埠 上有鳳凰




らいであると語っている モデルとされた黄埠 写真 /












廟宇 住居 染織作坊 蚕房 桑園を置き 毎年蘇州 杭
州及び江寧の三地域から南匠と称する技工百余名を呼び寄
せ 作業に当らせたとされている 乾隆帝は この地を愛







り込まれることになった 写真 1は ,**-年に新建された
ものであり 江南農村の風景を再現したものとなってい
る しかし 環境も変わった今では この江南風景は 清
園期における江南農村風景を描いた皇帝の詩を読み 想
像するしかない 一方 水村居 写真 2 は 養水湖の西岸
に沿った隆起した丘の上に造られた開放的な小園林建築群
表 / 清園期における不系舟と石舫の比較表
写真 - 左 南京の不系舟-.
写真 . 右 和園の石舫 ,**-年筆者撮影
写真 / 左 大運河の中の黄埠-/











展開する この光景は 河街 と言われ 古くから中国の
絵師や画家に好まれた 代表的な作品として 宋の時代の
張択端の絵画 清明上河図-3の長絵がある 清の乾隆帝





であり もう一つは 後山後湖の 蘇州街 である 小西
冷 は約 +**mの町並みで 一路一河 の形式をとり 河
の片側に沿って建物が連続に建てられ 風景が展開してい
るものである 一方 蘇州街 は 一河両街 の形式で
河の両側に建物が連続的に並ぶ形式である その長さは約
,**mで 清園期には 綢緞店 宝石店 酒鋪 茶楼 骨
董品店 雑貨店などが設けられ 後宮に仕える宦官がこれ
を開業し 皇帝皇妃は客となって買物をし また 茶楼に
登って附近の風光を楽しんだとされる この街には宮廷人
も喜んで逍遥し その結果 和園内に江南の典型的な川
沿いの街並み 写真 3 が再現された しかし この 蘇州
街 は二度に渡る戦争により破壊されたが +33*年北京市
により修復された 現在 この地区の一部は一般に開放さ
れており 江南の 河街 風景を再現した状況である 写
真 +*
. ま と め
園冶	.*の中に 造園は -分の匠と 1分の主人 と記さ
れているが これは 作庭において その成果の -割は庭
師の技法に左右され 1割はその園の主人の素養や能力に































 小西冷 および 蘇州街 に見られる江南の市街地
も清園 和園 の中に再現されていることが確認でき
た 小西冷 は 江南河街 における 一陸一河 の形式
で登場し 蘇州街 は 一河一街 の形式で江南の市街風
景を表現している
以上 本論文では北京和園の景観構成に見られる江
南景観の影響を + 江南の名勝風景地からの影響 , 江南
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写真 1 左 新健された耕織図エリア ,**-年筆者撮影
写真 2 右 水村居エリアの風景 ,**-年筆者撮影
写真 3 左 蘇州の周荘水郷 ,**.年筆者撮影
写真 +* 右 和園内の蘇州街 ,**.年筆者撮影
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A Study on the Landscape Composition
of the Summer Palace in Beijing in Relation
to the Inﬂuence of the Jiangnan Region Landscape
By
Dan ZHU*, Masato JINDO** and Toshitaro MINOMO**
(Received November ,,, ,**//Accepted March +*, ,**0)
Summary : The subject of this research is the landscape composition of the Summer Palace in Beijing,
which was inﬂuenced by the landscapes of “Jiangnan”, the southern region of Yangtze River, and their
mutual relationship. The research investigates the extent to which and in what ways the Qianlong
emperor took Jiangnan beauty spots and landscapes into consideration when designing and con-
structing the Summer Palace. The research was carried out with a focus on document studies of
primary documents, historical materials, existing research, poetry anthologies and picture maps,
while the reality was conﬁrmed by on-site study. Speciﬁcally, the inﬂuence of various Jiangnan
landscapes on the landscape composition of the Summer Palace is elucidated from ﬁve perspectives,
namely, inﬂuences from : +) Jiangnan beauty spots, ,) Jiangnan famous gardens, -) Jiangnan architec-
tures, .) Jiangnan water vistas, and /) urban Jiangnan.
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